
 

私の息子はこの春５年生。今年、二分の一成人式を迎え、我が家の「おうちえほん」も１１年目に突入しました。 

突然ですが…私はある時期まで、「育児書」や「育児雑誌」にかじりついて育児をしていました。生まれて 9 日

目に脱水症状になり入院した息子。そうなったのはママである私の責任。きちんと育てなくちゃ！ ちゃんとお世話

をしなくちゃ！ 息子を周りの子と同じようにフツ―に成長させてやらなくちゃ！ 実は、絵本の読み聞かせも「息

子が早くことばが話せるように」という下心❤を抱いてのスタート。 

私の『おうちえほん講座』に参加してくださったことのある方は、「早くことばを覚えさせようとか、何かを覚え

させるために絵本を読むのはＮＧですよ。」っていつも言っているじゃない！ と思ったでしょ。「早くことばを！」

と念じるように(怖っ) 絵本を読むこと数か月、ビビビ！ と稲妻が！ 私は気が付いたのです。“絵本の中の子育て”

に。そうそう、こんなママになりたいの！ 私がしたいのはこういう子育てなのだ！と。育児書を読むと、我が子が

育児書どおりに育っているかが気になるし、つい他のお子さんの成長と比べてしまう自分の姿も見えてきました。 

育児のプレッシャーや息子への過度な期待と下心❤が抜け落ちたのも伝わったのでしょう。絵本を読む“私の声”

で赤ん坊の息子が身体全身で喜んでくれたことが何よりも嬉しかった！ それから１０年、思春期の入口に居る息子

と時々やり合い、時には私の失敗を息子に励まされながら、いい加減（良い加減♡）で母親業をやっています。 

もちろん「おうちえほん」はこれからも続きます♪ 

 

 

『てのひら』 

瀧村有子/作 ふじたひおこ/絵  （PHP 研究所） 

子どもにとって“おまじない” 

の威力は大人の想像以上！ 

このママの方法☺は是非オスス 

メよ！ ママ自身のおまじないに 

もね♡ 泣きたい時は泣いても 

いいのよ、のことばに、ホッ❤ 

 

４月より、妊娠中・子育て中の保護者の方、お孫さんのいるお祖父様・お祖母様を対象に、のぐちりえさんによる 

講座『絵本でリラックス！ おうちえほんの楽しみ方』を開催します。皆さまのご参加をお待ちしています！ 

日時：４月 8 日、５月１３日 毎月第２水曜日 

午前１１時～１１時３０分 

場所：中央本町センター２階 音楽室  参加費：無料 

定員：１５組 ※お子様連れ可（託児はありません） 

 

『だいじなものは?』 

梅田佳子/作 うめだゆみ/絵 

 （新日本出版社） 

ママにとって、この世でいちばん 

大事なものは何でしょう？きっと 

世界中の全てのママが、同じように 

思っているのではないかしら。 

何かって？ 勿論、“か○く”でしょ♪ 

講座は事前申込制です。 

電話またはやよい図書館カウンターで 

お申し込みください。 

 

著名人４２人×猫 『猫は音楽を奏でる』 竹書房 

 

 
「君の胸の中に一本の木はあるか。」  

 ４月よりやよい図書館長となりました青山と申します。今回ご紹介するのは、新成人、

新社会人に向けたメッセージ集です。今までとは違った環境での生活をスタートさせる方や、

初心を思い出したい方に読んでいただきたい一文に溢れています。私自身もこのメッセージに

励まされながら、新年度を迎える準備をしていました。熱のこもった頼もしい１冊なので、ぜ

ひお手に取ってみてください。 

『伊集院静の「贈る言葉」』伊集院静／著 集英社           （青山） 

 猫、お好きですか？ 猫好きはたまらなく読みたくなるだろう、月刊『ねこ新聞』。今

現在飼っている猫、昔実家で飼っていた猫、記憶のなかにある猫…作家や医者、漫画家

やプロレスラー（！）など多方面で活躍する著名人たちがひたすら猫について語ります。 

 甘えてきたかと思えば、不意にいなくなってしまう。その勝手気ままさに、惹かれる

のでしょうか。あとがきにある、村尾清一氏の「イヌは、イヌも人間だと考えている。

が、ネコは、人間もネコだと考えている」という一文に深くうなずいてしまう１冊です。 

                                   （田中） 
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★原作「博士の愛した数式」著者：小川洋子 新潮社 

★映画「博士の愛した数式」主演：寺尾聰 深津絵里 

８０分しか記憶がもたない「博士」と家政婦である「私」、そして１０歳の息子「ルート」。 

この３人の静かで温かな交流を描いたのが、今回ご紹介する『博士の愛した数式』です。 

「数学は美しい」というのはよく聞く言葉ですが、さて、実際に数学の美しさを実感したこと

がある方は、いったい何人いるのでしょうか。かく言う私も、中学、高校と数学はずっと苦手科

目でした。しかし、この『博士の愛した数式』は、言葉で、そして映像で数学の美しさを伝えて

くれます。例えば友愛数は「神の計らいを受けた絆で結ばれ合った数字」、完全数は「完全の意

味を真に体現する、貴重な数字」といった具合。映画でも、美しい自然の風景が何度も差し込ま

れています。「数学なんてさっぱりわからん」「数学は苦手だった」という、超文系のあなたにこ

そ観てほしい、そして読んでほしい作品です。 

次回は『アルジャーノンに花束を』です。お楽しみに！（丸山） 


